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本事業の特徴

ディプロマポリシー（DP）

・「専⾨コア⼒」
1年次から最先端の研究への参加機会を提供。
学術領域の研究の歴史＋研究⼿法を学ぶ。

・「広域展開⼒」
全学科学⽣が共通で学ぶ「地球共⽣系科⽬群」を
整備。動物・⽣命科学領域の主要な関連領域全体
を学ぶ。

・「実践⼒」
ジェネプロ研究プログラムを通じて、答えのない
課題に対して、⾃ら解を導きだす過程により実践
⼒を⾝に付ける。

カリキュラムポリシー（CP）

・本学の求める学⽣の中でも、とりわけ、動物・⽣
命科学領域に強い興味を持つ秀でた学⽣
→ DPで掲げた本事業の理念と修了時の⼈物像を

理解してもらい、興味を持ってもらうように、
Webサイトを始めとする広報活動により内外
周知。さらに⾼校との接続も強化。

アドミッションポリシー（AP）
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事業の実施体制－学内の実施体制・PDCAサイクル

事業⽅針決定体制

＊R6から⾼⼤接続・社会連携センター発⾜

＊



実施内容の概要

本事業の特徴
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本事業の特徴
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（⼤学⽣対象）ジェネプロ研究プロジェクト

6

ジェネプロ研究プロジェクトに参加
する学⽣



（⼤学⽣対象）ジェネプロ研究プロジェクト
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⾃分の意⾒を持ち、
発⾔できるようになり、

成⻑できた
他⼤学ではできないような
貴重な経験ができてよかった

⼤変だったけれど、
⼤変だっただけの成果を

得られた

学びたいことが広がり、
⾃⾝の将来を決める上で、

役⽴った

様々な活動を通して、
新たな発⾒ができた

研究の⼤変さや楽しさを
学ぶことができた

第３期修了⽣
研究プロジェクトに参加した学⽣の声



（ジェネプロ研究修了後）海外チャレンジプログラム
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・海外の研究機関で研究を希望する学⽣を⽀援
→ 研究成果の社会実装⼒+グローバルな視点 4名決定︕

・ドイツマックス・プランク研究所
・スウェーデン農業⼤学
・アリゾナ州⽴⼤学
・ノーザンイリノイ⼤学



2012年のCBE-Life Sciences Education 掲載論⽂
Test of Scientific Literacy Skills を和訳 123testよりCompetency testを和訳

◆ サイエンスリテラシーテスト ◆コンピテンシーテスト

情報精査⼒やデータ利⽤スキルなど
9カテゴリー

外向性、発想⼒、計画実⾏⼒など
12カテゴリー

専⾨性の⼟壌となる科学基礎⼒を測定 ⾏動特性を主観的に評価

本学独⾃の評価系



サイエンスリテラシーテストを構成する9カテゴリーの総合点数 (36点満点)をヒストグラムで表現2020~2022年度の対応ある動物応⽤科学科学⽣のデータを⽤いた (研究プロジェクト参加学⽣19⼈)

サイエンスリテラシーテストの総合点数を追跡調査（研究プロジェクトに参加する同⼀学⽣）
⾝につく︕サイエンスリテラシー

⼈
数

サイエンスリテラシーテスト総合点数

3年次
平均24.0

1年次
平均20.7

2年次
平均21.6



伸びる︕リーダーシップ
（左）コンピテンシーテストのカテゴリー「リーダーシップ」の点数 (1~5点)をバイオリンプロットで表現 2020~2022年度の対応ある動物応⽤科学科学⽣のデータを⽤いた (研究プロジェクト参加学⽣22⼈)
（右）GPS-Academicよりリーダーシップの点数をバブルプロットで表現 2022年度3年次の動物応⽤科学科・⾷品⽣命科学科学⽣のデータを⽤いた (研究プロジェクト参加学⽣36⼈、不参加学⽣297⼈)

1年次 2年次 3年次

リーダーシップの点数を追跡調査
(研究プロジェクトに参加する同⼀学⽣)

3年次のリーダーシップ (外部指標 ）

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
点
数

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
点
数

思考⼒の点数

全
国
平
均

優
秀
層*

全国平均 優秀層*

*優秀層はBenesse i-キャリアが設けた基準値 有名企業400社内定レベル

A学科
研究
不参加

A学科
研究
参加

F学科
研究
参加

F学科
研究
不参加



⾼い︕学びへの意欲
学⽣が「学びへの意欲」を4段階で評価 表記した百分率は「あてはまる」と答えた⼈の割合 2022年度3年次の動物応⽤科学科・⾷品⽣命科学科学⽣のデータを⽤いた（研究プロジェクト参加学⽣36⼈）

80.6%83.3%

58.3%

80.6%

「正解」のない課題であっても
前向きに取り組もうとする

⾼い⽬標を持って
学ぼうと思っている

普段から⾃分なりの意⾒や
視点を持とうとしている

考え⽅や⽴場の異なる
さまざまな⼈と交流したい

失敗しそうであっても
いろいろなことに挑戦してみたい

(外部指標 ）

いずれの質問についても
「あてはまる」を選ぶ
研究プロジェクト参加学⽣が多い

とてもあてはまる
まああてはまる
あまりあてはまらない
まったくあてはまらない75.0%



学⽣へのフィールドバック、振り返り











 他⼤学、社会へ発信可能なTipsについて
前ページまでの整理に基づき、各⼤学の取り組みをTipsをある程度体系的に整理する。
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